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ll「 地区の人々」
は じ め に
これは,小 林多 喜二伝(35)で あ る。ユ)
1補 と 訂 正
補
1930年に小林多喜二は,上 京する前の2月 に,た った一軒の山の温泉宿で,
主に 「工場細胞」 を執筆 した。そこは昆布温泉であった。そこへ滝子が,手 紙
と小包を送った。万年筆 とドロップスが入っていた。2月28日,多喜二は 「工
場細胞」の原稿を送った。彼はまた2月 に札幌に行っていた。
1930年は不況の年でもある。さて1930年4月から,多喜二は東京に去って し
1)前 作拙稿 「多喜二 の拓銀解雇か ら上京 まで」(『商学討究』52の1)の 後半 と,
本稿の取 り扱 う時期が重なって しまい,大 変申し訳ない。
〔3〕
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まっていて小樽 にはいないが,小 樽のこの年の後半の状況を記 しておこう。
1930年
5月1日
8月
9月
11月11日
11月
11月
11月
12月1日
メーデー,小樽,札 幌,旭 川,釧路,野 付牛(今 の北見),帯広,
長沼で,行 なう
戸出物産小樽支店争議
小樽の リコー リー商会漁夫争議,有 利に解決
小樽造船職工組合,賃 金問題争議,有 利に妥結
小樽のゲル トネル商会木工場争議,有 利に解決
小樽の福原木工場争議,有 利に解決
小樽の奥村製材工場争議
北海道12・1事件(=全 協事件)
なお,前 号で,多 喜二が帰樽 して墓参 りをする場面を紹介 したが,本 当にそ
ういう情景があったのだろうか。私は疑問である。その理由は,文 中で,「お
母 さん」 と呼んでいる。多喜二は,い つ も母のことを 「ババちゃん」 と呼んで
いるから,あ りえないのではないか。あるいは間接話法的に記録者は変更 した
のだろうか。それに,こ の行動は多喜二 らしくない。田中光雄氏 も同 じく感 じ
ている。
訂 正
前稿 「小林多喜二 と 『不在地主』のころ」(『人文研究』101輯』)の 「5昭
和4年 の状況」の節で,誤 りがあったので,訂 正 したい。43ペー ジ,下 から6
行 目にある佐藤千代子は,小 林千代子の誤 りである。 こうなる。
小林千代子(明 治43(1910)年～昭和51(1976)年)は,小樽市稲穂町(現
在の稲穂4丁 目1番)で 生まれ,色 内小学校に通った。小学校3年 の時,オ ペ
ラの三浦環 と会って,声 楽家になろうとした。昭和2年,庁 立小樽高等女学校
を卒業 し,東洋(東 京のされる時もある)音 楽学校を卒業 した。本来はクラシ
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ックの人である。昭和初期の松竹歌劇団のプリマ となる。昭和6年,ビ クター
か ら覆面歌手第1号 で,「アリランの歌」で レコー ド界 にデビューする。昭和
7年 「涙の渡 り鳥」(西条八十作詞,佐 々木俊一作 曲,松 竹蒲田特作映画 「涙
の渡 り鳥」主題歌)を 歌った。大ヒットした。
この詩は,一 番は,
雨の 日も,風 の日も
・泣いてくらす
わた しゃ 浮世の渡 り鳥
泣 くのちゃないよ,泣 くぢゃないよ
泣けば 翼 もままならぬ
である。小林千代子は,ビ クターから300曲発売 し,昭和14年にポ リドール
に移って,「旅のつば くろ」ほか19曲のレコー ドが発売され,流 行歌の黄金時
代 を築 きあげた。その他 「人の気 も知 らないで」(昭和13年)を出 した。三浦
環(昭和21年逝去)か ら,「あなたは流行歌手ではないのですよ」とさとされ,
昭和23年に小林伸江 と改名 し,オ ペラに復帰 した62)オペラ 「蝶々夫人」 に28
回も出演 した。
佐藤千代子は,「船頭小唄」(作詞 野口雨情,作 曲 中山晋平)を 歌 った。
これらの資料は,田 中光雄氏か ら頂戴 した3)。
「多喜 二の拓銀解 職か ら上京 まで」(『商学討 究』52巻1号 ,2001年7月)26
ペー ジ1行 目。 「売 って」 は,「打 って」が正 しい。磯崎 さんか ら教 わった。
2)前稿 は,『北の女性史』を利用 したので,間 違った。本稿 は,『小樽の女性史』平
成11年,176ペー ジ,を も参照 した。
3)そ の1つ は,岩 坂桂二稿(『月刊 ラブおたる』)。
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2伊 藤ふじ子 望
多喜二の最後の女性 となる伊藤ふ じ子(1911-1981)は,山梨県北巨摩郡清
哲村折居の出身で,伊 藤力治郎,藤 嶋 き志の三女 として,明 治44(1911)年2
月3日 に生 まれた。父は当時,土 建業を営んだ。ふ じ子は,甲 府第一高女を受
験 し,落 ち,1年 間,富 士川尋常高等小へ通った。大正13年に甲府第一高女の
女学生になった。同窓に,石 原美智子(太 宰治と結婚する)が いた。ふ じ子の
成績はよかった。そ して画家を志望 した。昭和3年5月 に,彼 女は上京 した。
世田谷のアナーキス ト・石川三四郎(1876-1956)のもとに身を寄せた。石川 は,
万朝報社 に,その後,平民新聞に入 り,長くヨーロッパを放浪した。ふじ子は,
夜,新 宿の画塾 ・同舟舎に通った。かの女は,石 川家には昭和3年6月 初めか
ら4年 の春まで,9カ 月いた。ふ じ子 は上野松坂屋の美術課に勤めた。ついで
昭和4年6月 に明治大学に雇員 として昭和6年4月30日まで採用された。昭和
4年6月 に造型美術研究所がで き,ふ じ子はこの研究生になった。昭和5年6
月にこの研究所はプロレタリア美術研究所 と名前を変えた。岡本唐貴夫人きみ
も,こ の研究生で,ふ じ子 と親 しかった。研究所仲間に秋好一雄(吉 村進司)
がいた。ふ じ子は,明 治大学 に勤めながら,絵 はさぼりがちになり,芝居に移
った。「新興舞台」 というアマチュア劇団で活躍 した。
労農芸術家連盟は,昭和5年,劇 団 「文戦劇場」を作 り,団員の募集をした。
金子洋文がそれの指導者だった。これは移動公演劇団であった。ここにふ じ子
は応募 しにきた。一方,銀 座木挽町に 「銀座図案社」があって,ふ じ子はここ
で使い走 りをした。大学 と銀座の図案社で働 き,「文戦劇場」の女優iとして舞
台にも立った。彼女は,可 愛い娘,自 由奔放 という感 じであった。
ふ じ子は,多 喜二 に会う前に,警 察に捕 まったことがある。女であるための
屈辱的な拷問を受けていた。思想犯の女性 をなぶりものにする特高の拷問は,
また男性 とも違って口に出せない嗜虐的なものだった。4)
4)澤 地久枝 『続 昭和史の女』文芸春秋1986年版。
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3独 房
1930年1月に,河上肇5)は京都か ら東京へ移った。医師 ・安田徳太郎6)も10
月に京都から東京へ移った。安田は左翼の人の診療 をし,後に多喜二の検死を
する人である。
1930(昭和5)年,多 喜二は上京 した7)。立野信之は,「お前は背のスラリ
とした貴公子か と思っていた。」と言い,片岡鉄兵は「君が本当の小林君ですか」
と聞いた。
多喜二は,5月16日か ら,「『戦旗』防衛三千円基金募集のための講演」で,
関西に行った。京都,大 阪,山 田,松 阪へであった。江口換,中 野重治,大 宅
壮一などが一緒だった。多喜二は,関 西講演が終ったら志賀直哉を訪れようと
した。だが5月23日に検挙され,大 阪中之島[島 の内]警 察署 に留置された。
日本共産党への資金援助が問われたのであった。その とき,特高の刑事は多喜
二を憎々 しくにらみつけ,言 った。「ふ うん,お 前が小林多喜二か。お前は三
月十五 日とかいう小説の中で,よくも警察のことをあんなに悪 く書 きよったな。
ようし,あの小説の中にある通 りの拷問をしてやるか らそう思え。こうなった
ら,泣 いても笑 うても,も うどうもならへ んぞ」 と,お どしつけた。こうして
相当ひどい拷問をうけたが,そ のときは2週 間の勾留で,6月7日 に一旦釈放
された。その後,6月 に帰京 して,24日に杉並区成宗の立野信之方でまた検挙
された。そ して幾つか警察署をた らい回しされ,7月19日,「蟹工船」の問題
で不敬罪で追起訴された。それはこうだった。『戦旗』に載った 「蟹工船」では,
天皇へのやゆが伏字になっていた。それが単行本では復元されてしまった。(下
線 は伏せ字)そ れ らは,
「天皇陛下は雲の上 にいるから,」
5)河上,1879-1946.京都大学教授 だった。
6)安 田。1898年,京都生 まれ。山本宣治の従弟。京大医学部卒業。京都帝大病院を
やめ,東 京で診療 した。左翼運動の同情者。
7)こ れについては,前 稿6節 。
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「「献上品」を作 ることになっていた。」
「俺達の本当の血 と肉を搾 り上げて作 るものが。」
「石 ころでも入れておけ!」
であった。明治以来,日 本文学のなかで,こ のように露骨に 「皇室」に対す
るか らかいと敵意を文章にしたものはなかった8)。
多喜二は,そ の上,8月 に治安維持法違反で起訴 され,豊 多摩刑務所へ送ら
れた。
多喜二がその中野(=豊 多摩)の 独房で読んだ本は次である。彼の表記で記
そう。
大内兵衛 「財政学大綱」,雑誌 「エ コノミス ト」「キング」「科学画報」,ディ
ッケ ンズ 「二都物語」「デイヴィッド・カッパーフイール ド」「ハー ド・タイム
ス」「クリスマス ・カロル」,「日本文化史概観」,バルザックの小説,レ マルク
「西部戦線」,武者小路 「その妹」「友情」「ある男」,ジイ ド「搾 き門」「背徳者」
「田園交響曲」,ハ ムズン 「飢 え」,ビョルソン 「アルネ」「シンネェヴェ ・ゾ
ルバ ッケン」,「日本政党史」上下二巻,ブ ランデス 「十九世紀の文学思潮」の
1巻「移民文学」,プー シュキ ン「オネーギン」,レルモ ントフ「現代のヒーロー」,
山田清三郎 「運動史」,板垣鷹穂 「美術史の根本闘題」,などである。実に沢山
の本 を読んだ。高橋亀吉級の ものまでは差入れができた。この体験 は作家 ・多
喜二にとって大 きなものであった。多喜二は,独 房で文学について大反省をし
ている。「最近ディッケンズの 『二都物語』 を非常 に興奮 して読み ました。 ト
ルス トイのものなどもそうですが,あ あいう作品を読んでいると,僕等のどの
作品 も,まだ綴方の域を脱 していないという感 を持ちます。」 と,村 山簿子9)
あて,1930年9月9日の手紙で書 くのであった。この感慨は重要だった。多喜
二は,ブ ーシュキンを刑務所へ来てか ら始めて読んだ。
村山簿子は度々差入れにきた。村 山知義が捕まって同所にいたからで もあっ
8)山 田清三郎 『プロレタリア文化の青春像』新 日本出版。
9)村 山簿子1903-1946雑誌 「子供之友」に童話 ・童謡な どを寄稿 した。1930年
当時,「少年戦旗」編集長。村 山知義夫人。
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た。斉藤次郎からも,田 口からも,郵便で差入れがあった。小樽の友人 ・伊藤
信二が東京に出てきた。斉藤次郎の所に多喜二の弟 ・三吾が厄介になっていた。
中野鈴子が しょっちゅう面会 に来た。
「不在地主」が市村座で上演 された。だが多喜二は獄中なので見 られない。
小樽では,多喜二が捕まっているのを,母 ・セキは知 らなかった。8月,盆
で帰って来ると信 じて,大 きな西瓜を買って待っていた。 とうとう弟が,多 喜
二は入獄 していると,話 した。
平沢哲夫が札幌 に帰った。「蟹工船」問題の公判で,朝 里の義兄佐藤がわざ
わざ東京へ出て きた。その件で,一 緒に捕 まった山田清三郎は布施弁護士10)
を頼んだ。
筆者は,多 喜二の名作は 『救援ニュース,No.18』だと思 っているが,そ
れについて多喜二 は書 く。「……僕は,お 前が一番愛着 している作品はどれか
と言われたら,何 の躊躇 もな く 『救援 ニュース』だ と答 えます。」 と,同 じく
村 山簿子あて手紙(1930年10月22日)で書いている。
なお獄中か らの1930年11月11日の村山簿子あての手紙の一部は,小樽の旭展
望台にある多喜二記念碑碑の裏側に記されることになる。「冬が近 くなると,
……」以下の,小樽を描いた名文である。その手紙の文に続いて,こうある。「そ
の街の場末にいるぼくの年老った母が,と ても厚い,幅 の広い,そ れにゴツv
した掛蒲団を送って くれた。 この前,そ れを乾かすのに雑役の人が,「こんな
親不幸 ものにも,お母 さんッて,こんなに厚い蒲団を送って くれるものかな。」
と云った。」11)
11月17日に,タ キが面会にきた。弟 ・三吾をヴァイオリンのために橋本先生
につけた。 この人は東京音楽学校の先生であった。そ して多喜二は,「東倶知
安行」がお金のために 『改造』 に載って しまうことを悔やんでいる。
10)布施辰治については,布 施柑治 『ある弁護士の生涯』岩波新書,あ り。
11)『小林多喜二全集』第7巻,495ページ。
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1930年12月6日の原 まさのあて手紙の一部(523ペー ジ)が,小 樽 ・境町の
寿司処 「多喜二」の前の碑 にある。「あなたは,北 海道の雪 を知っているだろ
うか。それは硝子屑 のようにいたくて,細 か くて,サ ラvと 乾いている。雪
道は足の下でギュンvも の ・われるような音 をたてる。そして雪 は塩酸 に似
て,そ れよりはもっと不思議な匂いをお くる。」12)
この時期は,母,学 校に通っている妹,あ ずかっている親類の娘,下 宿 しバ
イオリンを習っている弟,の 生活が,多 喜二の肩にかかっていた。
志賀直哉あて手紙(1930年12月13日)で,多喜二はこの入獄の意義について
ふれている。「私は昨年の十一月,小 樽の銀行をやめました。(やめ させ られた
のです。)そして,そ れか らの短い一年が,然 し,私 の過去のどの十年にもま
して,私 にとって大きな意味をもったものであると考えています。」
村山簿子 によると,「ぼくが何時で も北 の国のことばか り考えているか ら,
古ぼけた小説 しか書 けないそうだが,これも亦恐ろしく本当のことだ。」これは,
戦旗社あて,1930年12月26日の手紙である。
多喜二は,12月27日に裁判所にゆく。そ して公判に出た。
タキ子の義父が死に,家 族の生活がタキ子にかかった。
翌1931(昭和6)年1月22日夜,多 喜二は,保釈で出獄 し,杉並区成宗88番
地田口方に下宿 した。多喜二はこの刑務所体験 を,小説 「独房」に仕上げる。
4伊 藤ふじ子2
新宿に左翼関係の本屋を伊藤貞助が,昭 和5年 に開いた。その年の夏,開 い
て間もな く,伊藤ふ じ子が近 くに引越 しをしてきた。高野治郎がその本屋 を手
伝って陸た。昭和5年11月に 「文戦劇場」は分裂し,脱退組は 「左翼劇場」へ
合流 し,ふ じ子 もそこへ加わった。
多喜二がふ じ子とビラ貼 りをすることがあった。それは昭和6年1月 以降し
12)小林多喜二の名文をい くつか小生が選び,そ こか ら1つ を同店が選んだ もの。
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かあ りえない。そしてこのビラは 「ヤ ップ」(日本プロレタリア美術家同盟)
の活動に係わるものだった。
ひどく雪の降る日だった。ヤップの講演会のビラ張 りの日で,新 宿方面の割
当が,多 喜二 とふじ子 と京大の学生(中 退?)だ ったM君 の三人だった。多喜
二は大島の対の着物に歯のちびた下駄をは き,た しか帽子はかむっていなかっ
た。
このビラ貼 りの時である。昭和6年 の冬のある寒い 日の夕方,高 野治郎が店
番をしていると,ふ じ子が突然一人の男 を連れて店へ入 ってきた。「高野君,
ノリ,お ばさんにもらって くんない」。ふ じ子は伊藤貞助をお じさん,ふ く夫
人をおばさんと呼んでいた。「なにに使 うんだい」「今,ビ ラ貼 りに来てんだけ
ど,足 りなくなっちゃったんだ」。
ふ じ子の連れの男は,店 の片隅に立って本を読んでいる。ふ じ子は高野をひ
きあわそうとはしないで,そ ばへ来て,「高野,あ の男知ってる?」 と訊いた。
「知 らねえな」。かす り模様の袷に,三尺の帯 をしめ,襟 巻 をして帽子はかぶ
らず,チ ビた下駄 をはいた男だった。「小林多喜二 よ」。
伊藤ふ くは,両 掌にいっぱいほどの糊 をつ くって高野に渡した。十分か十五
分 くらいの問のことで,本 を見なが ら待 っていた多喜二は,挨 拶 もしないまま
去った。
雪は彼 らにとって幸いして,受 持ちのビラを大体張 り終った時は,す っか り
日が暮れていた。新宿の角筈の市電の始発の停留所の角に,わ りに大 きな飲食
店があった。その二階が牛肉を食べ させる座敷になっていた。多喜二はそこへ
二人をさそった。多喜二を先頭に彼 らはその二階の座敷でスキ焼 きをごちそ う
になった。色の白い多喜二 は鼻の頭を赤 くして,髪 とまつ毛まで雪をためてい
た。食べれ,食 べれ,多 喜二はさかんに彼 らにすすめて,牛 の煮えたところを
取ってあげた。会計の時,多 喜二は三尺にくる くるまるめた中か ら小 さながま
口を出して,姉 さんに金 を払った。
ふ じ子と多喜二と高田の馬場の駅の階段を上がっていた。すると二段上に下
駄の歯が落ちていた。多喜二はそれをひろって自分の下駄に合わせてみるのだ
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った。ふ じ子は腹をかかえて笑った。「だって階段の二段上にあった歯が下 に
いる彼のものであるはずがないではありませんか。」13)
ふ じ子は多喜二の8つ 年下だった。そのころ,ふ じ子は劇団にいて,昼 は明
治大学に通っていた。新宿の淀橋 に住んでいた。その時はそれで何 となく別れ
た。
田ロタキが多喜二 との結婚を断念 してから,そ のあと,多喜二は神奈川県の
七沢温泉にこもって,『オルグ』を書いた。「「オルグ」は 「工場細胞」の第二
部 をなしている」(1931年7月7日,宮本喜久雄あて手紙)。
ビラ貼 りの夕方か ら2,3ケ月後,ふじ子あてに,「伊藤貞助方伊藤ふじ子様」
で封書が来た。高野は 「おか しいな,ふ じ子の手紙がこっちに来るなんて」 と
言って裏をみたら,「七沢の蟹」と書いてある。高野は前の話があるか ら,ふっ
と,こ れは小林多喜二だなと思って伊藤貞助 に言った ら,「なんで ふ じ子宛
の手紙がこっちに来てるのかな,開 けちゃえ,開 けちゃえ」 と言 うので,高 野
は湯気 を使って開けてしまった。
高野は,「ビックリしたんだけど,こ れほどうまいラブレターは読んだこと
がないね」と。最初に,「君のことはなにかにつけて思い出す」と書いてあった。
「しばら く君 と御無沙汰 しているのはわけがあるんだ」。多喜二が警察に捕まっ
て,7カ 月勾留 されていたことが書かれていた。「その時いっしょに捕 まった
かわいそうな老人がいたので,そ れを抱いて寝てやった。そのためにカイセン
をうつされた。それを治療するためにこの温泉 に来ている」「このことは親 し
い人にも誰にも言っていない。君が誰かに話すとは思わないが,ぼ くはそれを
ちょいと試 してみた くなった。それでこの手紙を書 く」 とあ り,最後 に 「帰っ
たら,ま た逢いたい ものだ」 とあって,便 箋に二枚だった。この手紙は彼 らが
写真 にとった。
「手紙が来てるよ」 と渡されたふ じ子は,「あ,そ う」 と言って受け取 った
だけだった。ふじ子は男女関係をジメジメしたものか らさらっとした友達関係
13)澤地久枝 『続昭和史の女』文芸春秋1986年版。
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に変えて しまい,気 安 く腕 を組んだ りしても,いやらしさがまった くなかった
という。このふ じ子あて手紙は 『小林多喜二全集』にはない。温泉にいた頃の
多喜二は,手 紙 を 「七沢の蟹」 として友人たちに出していた。
その後,高 野はふ じ子 に,「何で多喜二と一緒にいるんだ」と聞いた。ふ じ
子は,劇 場に行ったら偶然組合せができ,新宿方面というので土地に明るい自
分が選ばれたのだ,と 説明した。ビラ貼 りのことである。
ビラ貼 りの翌 日の講演会では,多 喜二は二言,三 言で中止 となった。それを
ふ じ子は後で多喜二か らきいた。それから,ふ じ子は多喜二に,よ くお茶 をご
ちそうになったり,小説の原稿の清書 をふ じ子の知人の女性にたのんであげた
りした。当時多喜二は大学ノー トに原稿 を書いていた。14)
その後,ふ じ子は高野 に,多 喜二 とのことを相談 した。「多喜二 と逢ってい
るけど……」。高野は言った。「姉さん,そ れは名士病だよ。多喜二の人間性 に
惚れているのか どうか,よ く考えてごらん。人間的にかかわっているならいい
が。そうでなければS・K[労 働者出身の党幹部で,女 としてのふ じ子にハウ
ス ・キーパーにならないか と誘ったが,断 わられた]と 同じになる。有名作家
だか らというのではだめだよ」。「そういうわけではないけれど……」。高野は,
ふじ子が多喜二に惚れていたと見る。
岡本唐貴夫妻は,昭和6年 の9月 ころ,馬 橋の小林多喜二宅の近 くに引越 し
た。多喜二は7月 にこの借家を借 り,母セキ,弟 三吾と暮 らしていた。多喜二
もふ じ子 も,それぞれによく岡本宅へ遊びに来たが,二 人で一緒に来たことは
な く,多喜二の口からふ じ子のことを聞いたことはなかった。ふじ子は多喜二
のことを話すときは楽しそ うだった。
14)沢地 。
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51931年 ころ
小林多喜二は色紙を,金 沢の学生だった唐津に与えた。これは後に復刻 され
た15)。その文は,「我々の芸術は 飯の喰えない人にとっての 料理の本であ
ってはならぬ」である。多喜二の色紙はこれ一つである。
文壇の長老 ・徳田秋声 との恋愛事件で評判 になった山田順子が,銀 座の裏通
りにジュン ・バアとい う酒場を開いていて,文 壇の連中がよく集まった。作家
橋爪健 も連れられて二三度飲みにいった。最初の時順子が愛嬌たっぷ りに手を
さしだして握手をした。それが彼女の得意の癖 らしかった。徳田秋声のほかに,
久米正雄,竹 久夢二,勝 本清一郎などと当時の文壇に魔風恋風をまきちらした
才色兼備(?)の 女性だけに,ま だうばざくらの魅力十分だった。その彼女は
多喜二 とおなじ小樽の,弁 護士夫人だった。そんな関係から,今 をときめ く新
進作家小林多喜二の大ファンで,よ く彼の話をしていた。彼女は,あ る晩酔っ
ぱ らって,「せんだって小林 さんが来たのよ。小樽時代のお友だちにたのんで
無理や り引っぱってきて もらったの。 ところが,私 が握手の手を出 しても,ぜ
ったいに握手 してくれないんですよ。あとでお友だちに聞いたら,あ んなよご
れた女 と握手するのはまっぴらだってさ,ホ ホホホ」と,ヒ ステリックに笑う
のだった。16)
1931年5月24日にあった作家同盟第3回 総会あるいは大会が築地小劇場で行
なわれ,書 記長だった多喜二が議長だった。持ち前の大きなはっきりした声で
何かを論 じていた。7月8日,同 じ第四回臨時大会で,多 喜二は中央委員 とな
った。7月11日,作家同盟書記長に選ばれた。
1931年7月,多喜二は杉並区馬橋3丁 目375番(現在の,阿佐 ヶ谷南2,22,
2)に一戸借 り,母,弟 と住んだ。母を小樽か ら呼んだのである。
作家井伏鱒二は,「小林多喜二という人はよく気がつ く人だった」 と語る。
15)小樽市文学館。
16)橋爪健 『多喜二虐殺』新潮社昭和37年,13ペー ジ。
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多喜二の家の近 く,阿佐 ヶ谷弁天池の近 くにあった,「ピノチオ」 という小さ
な中華風 レス トランで,井 伏と多喜二は会った。井伏は回想する。小林多喜二
は立野信之に連れられてピノチオによく来ていた。多喜二は酒は一向に呑まな
いで人にお酌するだけであった。17)
1931年晩秋,大 宅壮一18),江ロ換,松 田解子,多 喜二で,作 家同盟京浜支
部あるいは横浜支部で文芸講演会があったので,東 京か ら長距離タクシーで横
浜へ行った。急 ぎのことだった。多喜二は助手席,江 口,大 宅,子 供をおぶっ
たままの松田は,座 席でゆられていた。松 田の横に江口,そ の向こうに大宅が
いた。多喜二は,「工場細胞」 を出した直後だった。途中,誰 彼の作品論に花
が咲いた。文学の話か ら作家それぞれの書 く女性像の話,さ らにそこから発展
して,あ る程度科学的な女性の性や生理の問題にまではいっていた。なかでも
その ときは多喜二作品の女性像,と くにその前年あた り 「改造」 に発表されて
文壇でも論議をよんだ 「工場細胞」に出て くる 「お君」 と,同 じ製缶工場に働
く 「森本」が,初 めて連絡をとりあって出会った晩,お 君が,た った一 コだけ
買ったリンゴを先ず自分が,「カシュッ」 という音をさせて食べて,そ れから
森本にも食べないかと差 し出す ところや,そ の他あれこれ と事 こまか く取 り出
して,一 般 にプロレタリア文学 における女性像,あ るいは 「性」の問題にまで
談が及ぶ うちに,そ れがいつのまにか論戦的にもなっていた。松田は専 ら聴 き
役で,多 喜二が,そ ういう問題にたい しても決 してひるまず,し ば しば助手席
から,斜 めうしろの江口,大 宅両氏を,ぐ いと振 り返っては,舌鋒するどく反
論 していた。先輩 と対等に語った。こういう問題にたい しても三人三様の個性
とそれぞれの世界観の深度をかけてゆず らない論 じぶ りだった。結局は二対一
の形 となって多喜二は,二 人にたい してせ まり,み じんのわらいもない横顔で
あった。
17)石井大三郎 『火を継 ぐもの』2001年,58ぺ・一…ジ。
18)大宅壮一(1900-70)。三高に入学 し,社 会主義の洗礼 を受けた。東大社会学科 中
退。評論の集団制作 を試みた。
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そ の文芸 講演会 は行 なわれた。19)
9月20日,上 野 自治会館 で 第2回 「『戦 旗』 の夕」 で多喜二 は講演 し,検 束
された。
1931年11月1日か2日,多 喜二 は志 賀直 哉宅 を訪 問 し,一 泊 してい る20)。
そ して11月9日,多 喜 二 は志賀 直哉 あてへ,訪 問 の礼状 を出 してい る。
61932年
小林多喜二は党の文化運動の責任者 となった。そ してサークル活動 を広めよ
うとした。彼はマルチ人間であった(日 高)。
多喜二は,阿 蘇弘 と若林つや子の2人 を文学指導の受け持ちをす る。かれ ら
については,多 喜二の1932年1月若林つや子あて,1932年2月24日その他
阿蘇あて;1932年3月上旬 若林あての手紙がある。
若林つや,は,当時作家同盟員で,多喜二から小説の書 き方を教わっていた。
若林つやはペ ンネームであ り,本名は杉山美都枝である。作家同盟では,新 人
同盟員 にはベテラン会員がマ ン・ツー ・マ ンで指導にあたる方法をとってい
た。多喜二は若林つやの担当者であった。多喜二は,志賀直哉をよく読むよう
に彼女に言った。若林は当時,長 谷川時雨の 『女人芸術』の編集部で働いてい
た。長谷川時雨の夫の三上於菟吉は,売 れっ子作家で,『女人芸術』 の資金を
出していた。『女人芸術』(1932年1月号)に 載った多喜二のエッセイ 「故里の
顔」の原稿を,若 林は持っていた。多分彼女が直接多喜二に原稿依頼 をしたの
だろう。 これには相当数の伏字がある21)。『女人芸術』(1931年)に載った若
林の 「押 し寄せる波」を,小 林は賞賛した。
1931年の秋ころか ら文化連盟に対する権力の暴圧が強ま り,1932年初めか ら
19)松田解子 『回想の森』新 日本出版社1979年184-5ページ;松 田 「多喜二との思い
出」(『文化評論』326,1988年4月)151-2ページ。
20)これについては,前 稿10節。
21)太田の稿,『秋田と小林多喜二』2001年。
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『働 く婦人』 『大衆の友』『プロレタリア科学』 などが次々と発禁になった。
多喜二の本は,戦前では 「国禁の書」とされた。多喜二は,『中央公論』1931
年5月 号の 「文芸時評」で,「私の 『一九二八年三月十五 日』 は今 日本では断
じて出版を許 されない。それは全編 を貫いて,火 のような支配階級に対する憎
悪がもられているか らであった。」と書いた。当時,『一九二八年三月十五日』
は,ロシア語訳,英語訳,ドイッ語訳,フ ランス語訳などが進んでいた(太田)。
『三 ・一五』の原稿は勝本清一郎が保管 した。
1932年3月8日,多喜二は 「沼尻村」 を完成 させた。沼尻村 は,北 海道の北
村である(琴坂)。「沼尻村」では,「不在地主」で莫然 としか書いていなかった,
日本労働農民党党員の人間と新労農党の人間を描 き分けた(阿 部誠文)。「沼尻
村」4幕 が,新 築地劇団の公演で,築 地小劇場で行なわれた。「不在地主」 に
続 く二回目であった。このプロッ ト(日本プロレタリア演劇同盟)の 上演 は,
昭和8年3月15日か ら10日間であって,脚 色は大沢幹夫であった。
1932年3月,多喜二は,「転形期の人々」を一時うちきった。「転形期の人 々」
の1頁 目の挿絵は,小樽の北浜橋の図である。「転形期の人々」の,鉄工所が,
岸鉄工所である。岸鉄工所は,境一雄の友人の父がやっていた。小樽の労組は,
だか ら部屋 を借 りて事務所にした。ここに出て来る 「岩城 ビル」の近 くは,労
働者の下宿が多かった。(以上,琴 坂)「転形期の人々」は作品として未完成だ
が,小 樽に労働運動が力強く盛 り上がった当時を描いて……その中に出て来る
「四尺九寸の小男」,旗塚は,武 内清である。源 さんは,鈴木源重22)である。
阿部誠文は,『転形期の人々』 を高 く評価する。これこそは,多 喜二にとっ
て最高最大 の作品 となるべ きものであった23)。総決算的作品で,全 体 として
みるならば,「三 ・一五」 をはるかにこえる作品である,と24)。筆者は 「三 ・
一五」の方が印象深いスキ ッとした作品だと見る。「転形期の人々」の作者付
記に,これは 「序論」であ り,次の 「前篇」では,福本イズムの台頭,「中篇」
22)因藤荘助 「多喜二のプロフィル」(『青年論壇』青年論壇社 札幌1948年)。
23)阿部誠文 『小林多喜二』はるひろ社142ペー ジ。
24)阿部,148ペー ジ。
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では小樽のゼネス ト,「後篇」では福本イズムの没落か ら三 ・一五 まで,と い
う風に進められる予定である25),と記 している。大変な大作 となる予定であっ
た。それも小樽を舞台とするものであろう。
新宿紀ノ国屋は,薪 や炭の燃料屋だった。田辺茂一が本屋を始めた。 よく売
れる本は,そ こでは売れなかった。そこでプロレタリアものを売った。その2
階で多喜二は講演 した。この本屋で左翼の人が会議 をした(井 上 ひさし)。
7地 下 活 動
1932年春,地 下にもぐっていた蔵原惟人が捕まった。蔵原は,東 京外語の露
語科を出て,「都新聞」特派員のかたちで,2年 間モスクワに留学 し,ソ ヴェ
トの文学 ・芸術運動をよくみてきた。蔵原は1930年の春,急に地下へ もぐった。
その後,彼 は,モ スクワで開かれたプロフィンテルン(赤色労働組合インタナ
シ ョナル)第5会 大会に出席する全協(労 働組合全国協議会)の 代表,紺 野与
次郎 に随行 して入ソした。蔵原は,プ ロフィンテルンの大会をす ませて,春,
ひそかに帰国していた。蔵原は,古川荘一郎の名で,「ナ ップ」に論文を発表 し,
プロレタリア芸術運動の大衆的基礎へ の再編成 企業 ・農村 におけるサー
クルを中心 とするそのような組織 と,プ ロレタリア文化 ・芸術の中央機関とし
てのコップ(日 本プロレタリア文化連盟)の 創立を提唱した。 また谷本清の名
で,「ナ ップ」 に 「芸術的方法についての感想」を出 した。この彼が捕 まった
のだった。彼は,多 喜二の 「党生活者」の 「ヒゲ」のモデルであった。
公然面にいた中野重治(1902-79),窪川鶴次郎,壷 井繁治 も前後 して捕 まっ
た。まぬがれた小林多喜二,宮本顕治が地下にもぐった26)。宮本は,この2月,
作家 ・中条百合子(1899-1951)と結婚 したばか りだった。
25)『小林多喜二全集』第4巻,217ページ。
26)山田清三郎 『転向記 霧の時代』理論社1957年,16ページ。
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多喜二が馬橋の自宅から姿を消すのは,昭 和7年4月 下旬だったとされる。
多喜二は,1932年(昭和7年)4月 下旬でなく上旬に,地 下活動に移った,と
いう説もある。
多喜二は,三 原橋 に間借 りしているふ じ子に会い,事 情 を打ち明けた。ふ じ
子は 「欲のない女,心の温い女,ものす ごい情熱家である」。ふじ子の 目の前に,
つ くし甲斐のある仕事をしてきた男が,国 家権力の手に追いつめ られて立って
いた27)。ふ じ子 は,小 石川原町の友人 ・木崎喜代に多喜二を頼んだ。画塾の
時の友人である。そこに10日ほどいる間,馬 橋の小林宅は家宅捜索を受けた。
だから多喜二は検挙を免れたわけだった。ふ じ子は麻布東町の称名寺の境内の
二階屋の一室を借 りて,そこへ移 り,多喜二 も原町か らきて一緒に暮 し始めた。
こうして4月 下旬,多 喜二は伊藤ふじ子 と 「結婚」 した。つまり今の言葉で言
えば,同 棲 した。役所に届け出るわけにはゆかないのである。だか ら結婚では
ないだろう。
称名寺にいたとき,寺 のまわ りの様子を張 り込まれている気配がす るといっ
て,2人 揃 って,あ る夕方,手 塚のアジ トへ来たことがあった。手塚は,「調
べにゃいけないが,す ぐ帰っちゃ危ないか ら,今晩ここへ泊んなさい。明 日様
子を見た らどうだろうか」 と言った。手塚は,古 い家のだだっぴろい一問を借
りていた。薄い敷ぶとんと掛けぶとんが一枚つつ しかなかった。「私には今 日,
徹夜でや らなきゃならない仕事がある。あんたたちは明日またうこかなきゃな
らんから,二人で寝て下さい。私は起 きている」と手塚は言った。多喜二は 「う
ん,う ん」 とうなずいて,ふ じ子 と二人,さ っぱりとした感 じで一組のふ とん
に寝た。そのこだわ りのなさに手塚は安堵 した。
彼女は党活動家ではない。同じく潜 っている手塚英孝の近 くに移 りたい とい
う多喜二の希望で,ふ じ子は麻布東町に貸間を探 したわけであった。二階に家
主の母子が住み,多 喜二とふ じ子が暮 らしたのは,階下の五畳だった。一 日中
日のあた らない陰気な部屋だった。手塚が訪ねていっても,ふ じ子は勤 めにい
27)沢 地,320ペ ー ジ。
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っているから,会 わなかったが,一 度だけ家にいた。だか ら活動家では手塚だ
けが彼女を知っている。手塚は,2人 が相思相愛のよいカップルだったと,見
ている。28)
中村善作は,非 合法活動を続ける小林 を援助 してもいた。
7月に,多 喜二 とふじ子は麻布十番に近い新網町の下宿に移った。西 日をも
ろにうける2階 の6畳 問である。そこで多喜二は 『党生活者』 を書 き始めた。
9月下旬にまた居を変えた。麻布桜田町の小さな2階 たての借家である。こ
こに伊藤は,ふ じ子の母の,き 志を呼んだ。秋に,き 志はここへ来た。
1932年から弾圧がひどくなった。手塚英孝 は,多喜二と地下活動 を一緒にし
た。多喜二は藤倉電線の反戦運動の指導者でもあった。ペンネームをたくさん
使った。藤倉電線は,『党生活者』では,倉 田工業 となっている。多喜二は住
居を転々としているが,藤 倉電線の工場細胞 をとおして,反 戦闘争の指導をし
ている。
さかのぼって1932年3月に,多 喜二は藤倉電線の臨時工たちと交流すること
ができた。「沼尻村」 を書 き上げたあとだった。「満州事変」で藤倉電線は数万
個の毒ガスマスクを陸軍か ら受注 し,に わかに600人以上の臨時工を雇い入れ
た。 日給は2円 たらず,そ して軍の将校が検査官として現場で監視 した。本工
の倍 もの臨時工を増員 したために,便 所はビシャビシャにあふれ,弁 当は立っ
たまま食べたり,この不満は堪えがた くなった。 しかも採用時の条件 は2カ 月
後に首 を切るというものだった。そこで 「本工 にしろ」 という要求で闘うこと
になった。戦闘的労働者は,小 林多喜二を囲む会を持った。臨時工の首切 りが
20日ほど後に迫った時,20名ほどの男女臨時工がその会に集まった。 この時の
話を,多 喜二は 『党生活者』 に再現するのであった。みんなは多喜二 に親 しみ
を覚え,駅 までゾロゾロついてきて,そ の時地下活動をしている多喜二を面 く
らわした。29)
28)沢 地 。
29)石 井,44-45ペー ジ。
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多喜二は8月,文 化団体 フラクションの責任者 となった。
1932年の5・15事件 まもなく,江 口換は,省 線電車の車中で,多 喜二とたま
たま一緒になった。阿佐 ヶ谷から新宿駅 まで話 した。ひさしぶ りであった。多
喜二は阿佐 ヶ谷か ら電車 を利用 していたのである。江口は多喜二が捕 まらずに
いて くれ と祈 るばか りであった。
8情 勢
当時の情勢 を記そう。1931年(昭和6年)9月 に 「満州事変」が起こされた。
日本 ・関東軍は,1932年までに全満州を制圧 した。関東軍は,傳儀 をひきだし,
傳儀 は執政になり,満州国ができあがった。1932年から満州移民が始まった。
国内では,戦 線不拡大 を決めた若槻内閣にたい して桜会のクーデタ計画が作 ら
れた。1932年5月15日,犬養首相が暗殺 された。陸海軍の若手軍人と農民決死
隊がこの事件 を起 こした。五 ・一五事件である。
1932年に,『日本資本主義発達史講座』が発刊 され初めた。これは,野 呂栄
太郎が当時日本の民主主義的研究者を総結集 して,日 本社会を多面的に分析 し
たものである。同4月,「日本における情勢と日本共産党の任務にかんするテー
ゼ」つま り32年テーゼが,コ ミンテルン西欧ビューローの名で発表された。8
月に,河 上肇が 「32年テーゼ」を翻訳 した30)。10月,日本共産党全国代表者
会議が熱海で開かれることになった際,警 官の襲撃を受けた。全国三府九県に
わたる1504名の共産党員の大検挙がなされ,142名が起訴された。
9「 党生活者」
1932年8月25日,「党生活者」が完成 した。その前篇だけが書 き上げ られ,
多喜二の死の直後,「転換時代」 というタイ トルで,『中央公論』昭和8年4・
30)河 上 『自叙 伝 』2,173ペ ー ジ。
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5月号 に発表された。この作品は,作 者の死によって前篇だけしか書かれてい
ない,未 完成の作品である。 これは共産党を初めてテーマにした小説だった。
多 くの人は,共産党とはどういうものだろうかと,関心を持っていた。多喜二
はそれを書いたのだった。多喜二は,非合法の党員はどんな生活をしているか
に,大 衆が興味をもったのを知っていた(日高)。『党生活者』の隠れ家 は,「パ
リの空の下」と同じ風景だ,と(日 高)。多喜二は先端的だった。『党生活者』
は,「中央公論」の宣伝文句だった,と 日高は言 う31)。しかし初め出た時の標
題は 「転換時代」だったか ら,そ う簡単には言えない。
井上ひさしは言 う。多喜二は,プロレタリア作家の中で文章がちょっと違 う。
『党生活者』は 『暗夜行路』の文章と似ている,と32)。『党生活者』には,ゴー
リキーの,と くに 『母』の影響があると,阿部は言 う。
渡辺順三は言う。
多分昭和8年 の1月 ごろ,渡辺順三は,世 田谷の豪徳寺裏に住んでいて,徳
永直の経堂の家 まで十分か十五分の距離であった。だから毎 日のように往来し
ていたが,ある日徳永君がやってきて,かな り分量のあるゲラ刷 りを出して,「実
1ま中央公論のある編集者が きて,小 林多喜二か ら原稿が送 られてきて,さ っそ
く組版にまわしてこの通 りゲラ刷 りがで きたのですが,い ま発表するのは適当
でないのではないか という社内の意見で,当 分保留 しておこうということにな
ったのです。それでこのゲラ刷 りを小林氏 と親 しかった人々だけお見せ しよう
と思って,こ こに持ってきました。先生がごらんになったら,ほ かの適当な方
にも廻 して頂いて結構です,と いうことなんだ。それで僕 は昨夜ひと晩かかっ
て読んだんだが,と にか く素晴 らしいもんだ。それで君 にも読ませたいと思っ
て持って きたんだ。君が読んだらいちおう僕の方へ返 して くれ。僕から誰かほ
かの人にも見せ るか ら」
31)日高昭二講演,小 樽,1994年10月。
32)井上ひさし講演,1997年2月14日,商大お よび市民大学。
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ということであった。もちろん当時小林は非合法活動 に入33)っていたので,
私は 「もぐっていてずい分大胆なことをす るものだ」 と思いなが ら,と にかく
一字も伏字なしの 「党生活者」を読むことができた。それか ら間もな く小林は
殺 された。そしてこの 「党生活者」 は,た しかその年の四月号 と五月号の 『中
央公論』 に 「転形期の人々」 誤 り,「転換時代」である(筆 者)と
いう題名で掲載されたが,も ちろんXXだ らけであった34)。
『党生活者』のあ らす じは,沢 地書にしたがえば,こ うである。
最高刑は死刑であった治安維持法下の地下生活者が,多喜二とおぼしき「私」
である。「私」 は,世 界一の完備 を誇っている…警察網の追及を逃れて潜 り,大
胆に闘争 を続けている。「私」は,手 配写真が各警察署に回っている状況で,
満州事変後さらに労働条件の悪化 した工場へ臨時工 として入 り込み,労 働者へ
働 きかけている。非合法の日本共産党の署名の入ったビラなどが,工 場内に持
ち込 まれる。工場 のオルグには,「私」のほか,合 法面にいる男性須山や,伊
藤 ヨシがいる。ある日,「私」は下宿近 くまで帰ってきて,留 守である自分の
部屋 に灯 りがつ き,張 り込 まれていることを知る。「私」には身をか くすあて
がない。「私」は,一,二 度逃げ場所 の交渉をしてもらったことのある一人住
まいの女の間借 り先へ訪ねてゆき,泊めてもらう。どこかの商会につとめ,左
翼の運動 に好意 を持っているこの女性が,「笠原」である。「私」は転々と居所
を変えるが,警 察の目を欺 くべ く,普通の生活者 として装 うために,女性の同
居者が必要になる。「私」はあの一夜 以来笠原 と急に親しくなってお り,結局 「一
緒になって くれるか どうか」 とい う話 を持ち出す。
この作 品では,オ ルグの 「私」,須山,伊 藤の,全 生活が党活動である生 き
方が描かれる反面,そ の対照 として,「私」の帰宅時間が遅 く,一緒になって
も散歩に出たことさえないことに感情 を苛立たせ る女として,笠原が描かれる。
33)渡辺,122ペ ー ジ 。
34)渡辺,123ペ ー ジ 。
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笠原は勤め先でアカの噂を立てられ,身 元 を確認された結果,住 所を偽ってい
たことがばれてクビになった。一日三食,茄 子の漬物で食事をすませ る金のな
い生活をつづけた後,「私」は最後の手段 として,笠原にカフェーの女給になっ
たらどうか と切 り出す。「仕事のためだって云 うんで しょう……?」 と,男 の
顔 も見ずに低い声で答えた笠原は,突然カン高い声で,「女郎にでもなります1」
という。
「私」は,自分が全生活を犠牲にして生 きていることを思う。 しかし幾百万
の労働者や貧農が 日々強い られている犠牲に比べたら,自分の犠牲などものの
数ではないと思っている。自分の犠牲 は幾百万の大きな犠牲 を解放するための
不可欠の犠牲であ り,義務であった。それを笠原も理解するべきだと考えてい
る。「私」 はすでに私ではないのだと,笠 原を説得 しようとするが,彼 女は一
言 も答えない。
結局彼女は喫茶店に就職 し,「私」はその台所 口へいってしゃがんで食事を
か きこみ,交 通費をもらうだけの関係になってゆ く。「私」 は一 日に十二,三
回 もの連絡に出歩き,「ち ょんび りもの個人生活 も残 らなくなった」。笠原と話
をすることもほとん どなくな り,笠原が ときどき淋しい顔を見せることに気づ
いてもどうすることもで きない。「私」は臨時工の首切 り反対の ビラを下着の
中へか くして工場へ もちこみ,「点火夫だけが必要なの よ」 と言 う伊藤,と き
には五円札 を小 さく畳んで手渡 し,またときには着替えのシャツの包を無理矢
理 もたせて くれる伊藤 と,笠原 とを比較する。そして笠原が如何 に私 と遠 く離
れたところにいるかということを感 じた。臨時工の解雇反対のため,ス トライ
キを呼びかけた 「私」たちの闘争は,会 社に先手 を打たれて挫折する。だが闘
レ擁まつづ く。
山田清三郎は,1931年11月23日に日本共産党に入党 した。地下の蔵原からの
呼び出しで,小 石川原町の蔵原のアジ トへ導かれた。ここで彼 に推薦されて,
山田は入党 したのであった。
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後 に山田清三郎35)は,多 喜二 の 『党生活 者』 を次 の ようにま とめてい る。
「『党生活者』は,小林多喜二が地下にもぐってか ら書いた晩年の作 で,満
州事変がは じまったころの,倉田工業という軍需工場を背景に,主人公の 「私」
を中心 とする非合法下の困難を極めた党生活者の組織活動を扱った ものであ
る。主人公 と笠原の関係は,主 人公が官憲の追跡から身をまもる必要か ら一夜
を笠原の下宿 にとめてもらったことか ら,ふかまってゆ く。主人公は笠原 とい
っ し ょに住 む こ とにな るが,笠 原が タイ ピス トの勤 め を くびにな り,そのため,
笠原に寄食していた主人公は困ることになって,… …笠原に女給 になることを
すすめる。笠原は喫茶店に住み込み,ひ きつづき主人公にみつ ぐわけだが,そ
のうち主人公は,倉 田工業にはたらいている伊藤 ヨシ子と笠原をひきくらべ,
伊藤にこころを傾けてゆ く。つ まり主人公のこころは,個 人的生活 しか知 らな
い笠原を去って,工 場細胞の一人である伊藤 にうつってゆ くのである。
作の根本主題は,倉 田工業における臨時工か く首反対闘争のための工場細胞
の活動におかれ,男 女関係の問題はそれに附随 し,従属 してふれられているに
すぎない。が,し かしそ こにかえって当時の日本の共産主義者の一部 極
度な地下活動 を余儀な くされていた彼 らのあいだの女性 にたいす る態度 と考え
かたの,お のずか らな反映が しめされていたのではなかったか。 もちろんこれ
35)山田清三郎は,1896年(明治29年),京都市で生 まれた。8才 の時,一 家は離散
し,小 学校 は6年 を中退 した。京都郵便局の給仕 を振 り出しに,売 薬問屋,菓
}屋の丁稚奉公 を京都 でやって,17才の時,神 戸 にゆ き,小 学校の給仕,大 阪
毎 日神戸支店の住み込み配達人,鉄 工所の職工 をや り,そ の後,大 阪と尼 ガ崎
で牛乳配達,新 聞配達,郵 便逓送夫,製 釘工,自 由労働 などを転々 とした。23
才で,1918年の米騒動の年,東 京に出て きた。苦学 を しようとして果たせず,
新 聞配達か ら,新 聞配達店の主任 になった。『文章世界』 『秀才文壇』 などの投
書家 になった。立野信之の千葉で始めた短歌雑誌 『暖野』 の同人 になる。立野
の都合で,4号 か ら山田が引 き取 って,東 京で出 した。 これは15号まで続いた。
詩 人の林がやめたあ との文芸雑誌 『小説倶楽部』の編集室に入 り,新 聞販売店
の主任はやめた。関東大震災の前年の秋,立 野の親戚 で地主の伊藤悉が,出 資
者 になって 『新興文学』 を創刊 した。震災の年の7月,山 田は 『種蒔 く人』 の
同人に加わった。関東大震災で 『新興文学』も 『種蒔 く人』もつぶれてしまった。
プロレタリア文学 も一時烏、をひそめるほかなかった。(山田清三郎 『転向記 霧
の時代』理論社1957年)
26 商 学 討 究 第52巻 第2・3号
ですべての場合が律せ られるわけではなく,ま た作者たる多喜二がそうだった
とは考えられなかった。……
せ っばつ まった状況のもとだったとしても,『党生活者』の主人公にとって,
笠原はいわば潜行活動のか くれみのにす ぎなかった。なるほど彼は,彼 の仕事
が 「全プロレタリアー トの解放の仕事」であ り,その意味で自分 を 「最 も貴重
にしなければならない」 ことについて,笠 原に説 ききかす。が,そ のことをふ
か くは理解できない笠原に,事実上犠牲を強いていることには,き び しい反省
はな く,それどころか,自 分の犠牲 と笠原の犠牲を,ひ とつの秤にかけてはか
ろうとさせるのだ。ひっきょう 『党生活者』の主人公 と笠原の関係は,あ くま
で 「全プロレタリアー トの解放の仕事」のための利用 と隷属の関係でしかなく,
そのあいだに真 に共産主義者にふさわ しいモラルとニューマニズムの高い精神
をみることはできず,そ こにみることのできるものは,共 産主義者の名による
思いあが りと,その頭に巣 くっている男女観の古さ,封 建観念ののこりかすで
しかなかった。」36)
以上二つは,こ の小説の全面的なまとめではない。
『党生活者』の 「私」が多喜二,「笠原」が伊藤ふ じ子だとされて,戦 後論
争された。伊藤ふ じ子は 『党生活者』の 「笠原」のモデルであるよりもむしろ
「伊藤」のモデルだったのではないか,と沢地は書 く37)。「笠原」が,ふ じ子
をモデルにしていない例がある。小説の 「笠原」はクビになったが,ふ じ子が
首になったのは,そ の後である。「笠原」はほとんど多喜二の空想だったので
はないか。一部は伊藤ふ じ子 をモデルにしたかもしれない。「伊藤」 もかな り
の部分が空想である。
目的のために手段 を選ばないのが政治で,日 本共産党もそうだったと,評 論
家は,多 喜二の 『党生活者』を引 き合いに出して,非 難する。これらは全 くつ
36)山田清三郎 『転向記 霧の時代』理論社1957年,81-82ページ。
37)澤地久枝 『続昭和 史の女』文芸春秋1986年版,324ペー ジ。
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まらない,文 学批評 としては馬鹿ばか しい ものである。
『党生活者』への批評家 には,平 野謙,荒 正人,小 田切秀雄,小 原元,中 野
重治,蔵 原惟人,西 野辰吉,霜 多正次などがいる。
いわゆるハウスキーパー制度は,地下活動 している男性の職業的共産党員が,
男性一人の生活では疑われるだろうという理由で,党 同情者,あ るいは党員の
女性を選んで,あたか も夫婦であるかのように装って,間借 りをして生活する,
というものである。女性は彼の 日常生活を助ける。建前では,性 生活はしない
のだが,恋 愛が生 じれば,そ うではない。
さて道義的に立派なハウスキーパー制度などを小説にして も,つ まらない。
多喜二の小説 『党生活者』のように,問 題を含んでいた方が小説 としては面白
い。それに実際ハウスキーパー制は多 くの問題 を含んでいた。多喜二のこの小
説は,も ちろん小説なのであって,フ ィクションである。これを現実にあった
かのようにして論 じるのは,噴 飯 ものである。まして,こ の小説が多喜二本人
と伊藤ふ じ子 とを描いたのだと思 うことは,全 くナンセンスである。文学批評
であれば,形 象化 されたその作品を文学的に論ずればよい。この小説は,部 分
的には多喜二を,部 分的にはふ じ子 を描いたということはまちがいない。 しか
し本質的にはほとん ど違 うものであ り,ふ じ子 は多喜二に惚れていたし,多 喜
二はふじ子が好 きだった。小説の作家と登場人物を同一視することは,ば かば
か しい。泥棒小説を書いた小説家が泥棒だと断ずるということは,誰 もしない
ものだ。しか し,多くの人は,『党生活者』の解釈ではそうしている。実際には,
ひどいハウス ・キーパー関係があった。道義的なハウス ・キーパー関係には,
野呂栄太郎 と塩沢,多 喜二と伊藤,の ような例があった。だが大変 よろしくな
い関係が少なくなかった。それに大体,ハ ウス ・キーパー制度そのものは,歪
んだものである。20才台の若い男女が,便 宜的に同じ屋根の下で住んだら,ど
ういうことになるか,自 明である。それに,ハ ウス ・キーパー制度は弾圧下で
生 まれた ものである。歪 まない方がおか しい。小説 『党生活者』 をとりあげて
ハウス ・キーパーを論ずることは,不 毛である。論 じたければ,当 時の実際の
ハウス ・キーパー関係 を,現実 として,文 学としてではなくて,歴 史的実在的
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に論ずるべ きである。多喜二は,ハ ウス ・キーパー制の歪みを文学化 したので
ある。む しろ反対 に,歪みがうまく書けていたかどうかが問われるべ きである。
実際は,悲 劇的なケースがあった。男がハウス ・キーパーを性の道具として
見なし,利用 した例がある。多喜二はハウス ・キーパー制の平均的姿を書こう
とした。また,『党生活者』は,ハ ウス ・キーパー制をテーマに したものでは
ない。 とにか く,これが小説だということをしっか り認識 してか ら批評するべ
きである。ハウスキーパー制度よりも,当時の共産党の,ス パイMが誘導 した
としても,同党員たちが起こした銀行ギャング事件,現 金株券拐帯事件,そ の
他の不道徳活動を論 じる方が先であろう。ハウスキーパー制度 自体 は誤 りであ
る。
大体,ど んな主義の政党でも,そ して,タ テマエの上で民主主義にもとつ く
共産主義の政党で も,そ こへ結集する人々は,そ の当時のその国民の意識か ら
逃れ られていない。戦前の 日本共産党に結集する人々も,そ の綱領を認めて賛
成する人々が加盟 したものにちがいないだろうが,当 時の普通の日本人の意識
をたっぷ り持っていたわけである。従って,山 田清三郎が批判するような,男
女観念の古 さ,封建的考えの残 り,とい うのは,当 時の日本人の観念を引 きず
っていた ものである。小林多喜二や野呂栄太郎 らは,例外的に合理的近代的な
考えを,持 っていて,そ う行動 したにす ぎない。それも,当時のなかで,比 較
的道義的な考えであった。一般の共産党員は,通 常の日本人の意識,男 女観念
で行動しただろう。それでいい,とは私は言わないが,そうで しかあ りえない。
魚は空中で生活 をしない。
「党生活者」の舞台のモデルになったのは,藤倉工業(藤 倉電線)で ある。
また作中,主 人公 と母親が会う感動的な話は,実 際は多喜二とその母が麻布の
山中屋 とい う店の二階で会う話をもとにしている。手塚英孝は,ぐ うぜんその
場にで くわ した。そこはまた二人が時々利用 している場所だった。母,姉,弟
がそこにきた。 もっとも小説では,母 は田舎から来たように書かれているが,
実際はこの時,母 セキは東京 にいた。
小林多再二の東京時代 29
9月10日,麻布の山中屋 という果物屋の2階 パーラーで,多 喜二が4人 で会
った。2階 をパーラーにするのは流行っていた。9月 中旬,多 喜二は麻布十番
近 くに住んだ。9月下旬に,麻布桜田町へ移った。この10日ほどはわか らない。
スパイM38)は,多喜二 と河上肇のア ド39)を警察に知 らせ なかった,と 井上
ひさし氏は言う。
なお,昭 和7年7月 に,東 京都1万 人警官分宿計画が実施されたという(井
上)。
10最 後の時期
作家 ・橋爪健は,多喜二に2度すれちがったことがある。昭和7年 の秋ころ,
夜おそ く突然橋爪を訪ねてきた若い女性がいた。1時 間ほど文学や社会問題の
話 をして帰った。彼女 はまた来た。その3回 目だった。彼女が言った。「じつ
は私,勤 め先の会社の組合運動をやっているのですが,仲 間 と会合する場所が
なくて困っているんです。夜分のほんの二三時間で結構ですか ら,お宅の離れ
を貸 していただけないか しら,人 数は四五人 くらい……」。共産党は集会に非
常な困難を持っていた。当時橋爪は独身だった。彼はシンパ的立場にあったの
で,断 われなかった。数 日後,部 屋 を貸す承諾をした。当日,女 中をわざと外
出させ,彼 は夜十時ころ帰宅 した。だが離れの四畳半にはまだ灯 りがついてい
る。橋爪は便所に入ろうとしたら,中か ら大島まがいのかす りの着物 を着流 し
た小柄 な男が出てきた。橋爪を見ると一瞬キッとした顔つきになったが,す ぐ
顔を伏せるように軽 く会釈 して通 り過ぎ,離 れに入ってしまった。細おもてに
しては大ぶ りな鼻,切 長のするどい目,ひ きしまった口もと,暗 い便所の電灯
のせいか黄黒 くテラテラと脂 ぎった顔面……どこか見覚えがあった。下の客が
一人ずつ帰 り,二三分おきに門をあける音が した。
38)飯塚盈延(1902-1965)。小林峻一 ・鈴木隆一 『スパ イM』 文芸春秋1994年。
39)アドレスのこと,転 じて潜伏先の住所。
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橋爪は,あ れは小林多喜二ではないかと思い出した。一二年前,旧 友の村 山
知義の家でたった一度だけ会ったことがある。入れ違いだったので紹介 されな
かったが,あ とで村山か ら,あれが 「蟹工船」の作者の小林だと教えられた。
最後にかの女性が,階 段の下か ら,ど うもすみませんでしたと挨拶 した。橋
爪はお りていって,「今のに小林多喜二君がいたんじゃないか」ときいてみた。
束の間,彼 女は真顔 になって橋爪の顔 を見つめていたが,す ぐ,「いいえ,ち
がいますわ」 と,笑顔 を見せて玄関へお りた。 しかしその様子では多喜二だと
いうことは間違いないように思われた。「小林多喜二君 ならまんざら無縁の問
じゃない し,遠慮な くいつで も使 って下さいよ」。別れしなにそう言ったが,
それっきり彼女も多喜二の連中も,橋爪の家には姿 を見せなかった40)。
それはそうである。地下活動中の共産党は毎回同じ場所を使えない し,多喜
二の存在が知 られたから,な おさらである。橋爪は後 に,こ こを訪れた若い女
性は 「党生活者」の 「笠原」か 「伊藤」のどちらだろうかと思 うのだが,伊 藤
ふ じ子ではない。伊藤は党活動家ではない。
地下の共産党活動家は,街 頭連絡活動に追いや られた。重要な指示や連絡事
項を,街 頭で待ち合わせて受け取るのである。会う人々が,そ の時間と場所 を
きめてお く。街頭でなく,喫茶店や食堂の時 もあった。そこでしばし話 し合 う。
それも少人数でである。街頭で会 う時も,す ぐ連絡文書 を渡さない。廻 りを警
察が張っているかもしれない。そこで,相 手 を少 しや りすごす。安全 と思った
時に連絡をする。予定場所 に相手が来ないと,捕 まった可能性がある。自分の
住所を知っている相手であったならば,2日 以内に引っ越す。さもないと,逮
捕された人が拷問で住所を自白させ られたならば,自 分 も捕まってしまうか ら
である。
しかしこれは,結 局たいしたことがないことになった。スパイMが,党 員 と
そのアジ トをほとんど知っている。彼が警察に売 り渡そうと思えば,そ の党員
40)橋爪健 『多喜二虐殺』新潮社 昭和37年,5-7ページ。
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は捕まって しまうのである。山本時代 も,野 呂時代 も,中央委員会にスパイが
いたから,警察の思いのままである。 もちろんスパイが完全 にすべての党員の
住所を知っているわけではなかった。それに,こ の街頭連絡活動は,運動の最
終的形であった。集会は もうや りにくいので,こうせざるをえなかったのだが,
これは政治集団の没落寸前の活動形態であった。
多喜二は伊藤ふ じ子をたいへんいたわっていた。伊藤はまた多喜二の生活を
よく助けていた。伊藤 は最後 まで銀座の勤め先で働いていた。
1932(昭和7)、年10月に,銀行ギャング事件 と熱海事件が起 きた。岩田義道
(よしみち,当 時 ぎどう,と も呼ばれた)が10月30日に捕まり,虐殺された。
その数 日後,銀 座の勤め先でふ じ子が検挙された。多喜二が殺 されるかな り
前であった。多喜二 とは別の事件で,で あった。彼女がプロレタリア文学運動
の雑誌の熱心 な読者であったことか らだった。麻布区桜田町のか くれ家が捜索
された。多喜二は外出中であって,伊 藤の母 ・き志一人がいた。彼女は,二 階
へ上がろうとする男たちへ,「二階は部屋貸 ししてあるのだか ら困る」と拒 んだ。
それで多喜二の書類などは救われた。そのあと,帰 宅 した多喜二はす ぐトラン
クーつをもって出,タ クシーで仲間の もとへ去った。渋谷区羽沢町44国 井方
に下宿することになる。ふ じ子は間 もなく釈放 とな り,銀座図案社 はクビにな
った。再び地下活動家の多喜二 と共同生活はで きなかったのである。それで別
れた。二人の生活は9カ 月たらずで終った。
伊藤 は職場を追われた退職金=わ ずかな解雇手当を人づてで多喜二の ところ
へ送って きた。多喜二は,友 人手塚英孝にそのお金の話をしながら,涙 を浮か
べていた41)。
多喜二が殺 される直前,多 喜二は,渋 谷にあった今西祐行の妻の家に下宿 し
ていたそうである。彼女の上の姉は,婦 人之友社 に勤めていた。村山知義夫人
41)手塚英孝。
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簿子 とその姉が ともに自由学園高等科の第1期 生であって,村 山とは仕事の上
だけでな く,特に親 しかったようである。多喜二の下宿を村山に頼まれた。
多喜二がどういう人かを知っていれば,当 然下宿 をさせた家族 も調べ られ,
検挙 されることは明らかだった。そこで知らずに下宿させてしまったことにす
るために,三 大新聞にわざわざ求下宿人の三行広告 を出 してから下宿 してもら
った。そのころ父親は仙台に新 しくできた商工省の役所に転勤 になって,家 族
は仙台の官舎 と東京 と半々に暮らしていた。用心深 く事をはこんだはずだった
が,仙 台の河北新報 などには,「所長 もアカに関係か」 とい うような記事 まで
出る始末だった。母の必死の努力で所長のクビは守 りぬいたが,そ れか ら間も
な く,シ ンパと見なされた所長夫人をたよって,幾 人もの左翼の人たちが東京
か ら仙台に逃げてきた42)。
渋谷区羽沢町44の国井喜三郎 という家が,最 後の下宿とされているが,そ こ
である。2月13日,多喜二は 「右翼的偏向の諸問題」 を完成する。
森良玄は書 く。
多喜二の死 を新聞で知る幾 日もたたない前 に,「ある日の夕刻,赤 坂の弁慶
橋のた もとで彼にバ ッタリ出会った。服装 も顔色 も全 く疲れ果てている様子 を
見てとった私は,久 方ぶ りのめぐりあわせのなつかしさよりも,何か目の底か
ら悲 しみがわいて眼頭にジンと来るものを感じた。 しかしたちまち昔の友人に
かえって肩を並べて紀尾井町の坂 を上 り,上智大学前の土手で太い黒松の幹を
なでなが ら語 り合った。
町に灯が ともったのに気がついて四谷の小 さな店で夕食を食べて別れた。」43)
『赤旗』[せっき](1933. .10)に,多喜二の死の直後,あ る記事が出た。
「彼[=多 喜二]は いつも時間かっきりに両手を打振 り打振 り街角 に現れた。
彼が連絡時間を間違えた り遅れた りする事は殆どないといってよかった。僕達
は彼が肩で風 を切って歩 くのを見て 『プロレタリアー トの巡洋艦』 というあだ
42)今西祐行 「小説 坪田譲治 猪名川のほとり」(『季刊 びわの実学校』NO.14.
冬号,1990・1)39ペー ジ。榊原氏提供。
43)森「小林多喜二 との思い出」(『文芸北見』22号),27ペー ジ。
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名をつけた。」
1933年1月,東京商科大学教授 ・大塚金之助44)が逮捕 された。同 じ1月,
河上肇が検挙された。
さて野呂栄太郎45)と小林多喜二は会ったことがあるのだろうか。多分,野
呂が温存 されていたので,会 わなかったであろう。多喜二が殺 されて,遺体が
母のいる東京の自宅に戻った時,大 層な警戒線が張 られていた。野呂は帰宅の
時,そ れを見て,す ぐ引っ越 した。野呂の住居 と多喜二の母たちの住居がとて
も近 くであったか らである。多喜二は,野呂の論文を読んだだろうとされる。『マ
ルクス主義講座』 に載 ったもので,同 書を多喜二は持っていた46)。野 呂が多
喜二の小説 を読んだかどうかは,不 明である。多分,多 喜二の有名なものは読
んだのではないか。
小林多喜二も多 くの写真を残 している。それ らは皆,随 分キマジメな感 じを
与えるものである。 もちろん彼は,真 面 目な人ではあった。 しか し実際につき
合った人々によると,彼 は大変快活で愉快 な人だった。家族の人々も言ってい
る。多喜二はいつ もニコニコ笑っていた。面白いことばか り言って,人 を笑わ
せていた。小樽高商の師 ・大熊信行 も,また,多 くの同級生 も,そ う言ってい
る。東京時代 に同棲 した伊藤ふじ子 も,多喜二 という人は本当に面白い人で,
一緒 にいるととて も楽 しかった,と語っている。
松田解子は,多 喜二の,普 通の意味の努力,つ ま り積極性を高 く評価 してい
る。彼女によれば,また 日高によれば,多喜二は2つ を除いて,小樽 を書いた。
彼は,北海道の作家だ,「独房」,「党生活者」以外は,北海道を描いた,と。「地
区の人々」は多喜二の絶筆 となった。
当時,壁 小説を書 くことが推奨された。多喜二の壁小説では,「疵」は,『党
生活者』 に出て來る。「飴玉闘争」は 「独房」 の一部である。松木新は,多 喜
44)『大塚金之助論』成文社。
45)「経済学者野呂栄太郎」(『商学討究』45の2)
46)琴坂守尚氏の調べ。
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二の3つ の小説は未完であると47)。
手塚英孝は,多 喜二と街頭で会 って歩 きなが ら聞いた。「す ぐれた作品が,
なかなかでてこないが,な ぜだろうか?」 手塚はか さねて聞いた。すると多喜
二は,「書 く人は沢山いるよ。だが,みな,手の先か,体のどこかで書いている。
体だけは,チ ャンと大事 にしまっておいて,頭 だけちょっと突込んでいる……
と,い いなが らも,多 喜二は,し ば らく言葉 をとぎらしたが,「……みんなそ
うだ,誰 か,体 全体でぶっつかって,や る奴はいないかなあ。……死ぬ気で,
書 く奴 はいないかなあ」。 その声 は,体 の中か らしぼる ような ものがあっ
た……48)
ここで言 う体全体でぶつかって書 く人は,多 喜二その人だった。
11「 地 区の人 々」
1933(昭和8)年1月7日,多 喜二は最後の作品 「地区の人々」を書き上げ
た。 これは 『党生活者』の後篇にあたる(阿 部)。この絶筆作品は,1933年2
月18日,『改造』 に発表された。 これは地下からの発表である。警視庁の特高
どもは(石 井)こ れを知るや地団駄ふんで激昂 した。
当時,「地区」といわれた所は,小樽の手宮 ・末広周辺の労働者地区であった。
小林多喜二はあま りその周辺では生活 をしていない。この地域の人々は,3・
15,4・16の弾圧を受けてから消沈 していた。1932年8月から9月 にかけてで
あった。 この地区一帯にチフスが,蔓 延した。街はずれの長橋の伝染病隔離病
院は超満員となった。患者食が毎 日現金払いで,そ れを強制 された地区の人々
が結束 して市役所に改善要求 をつ きつけた。チフス患者の多発で市当局は極度
に狼狽 した。というのは,満 州派遣部隊の受け入れが極秘裡に準備され,そ れ
が目前に追っていたか らであった。前年の9月 に満州侵略がは じまっていた。
47)松木新 「朔北の作家 ・多喜二」1999.2.20,小樽講演。
48)手塚 『小林多喜二』下。本稿では,手塚氏の伝記 にはあま り書かれていないこと,
十分書かれていないことだけを記すのだが,こ こは例外であ り,利 用する。
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市内の盛 り場では女たちが人襖をつ くるように立ちならび,千 人針 を願ってい
る情景が見なれたものになっていた。
全国的に米 よこせ運動が広が り,小樽では7千 人余の急激に増えた失業者た
ちが就労要求 をだ し,それと結び付いて激 しくたたかわれていた。画家 ・橋浦
泰雄が米よこせ運動のオルグとして小樽にきた。これをヤップ小樽支部長の風
間六三たちが迎 えた。
そのしばらく後,9月 中ころ,満 州国の承認と日本の全権益 と日本軍の無期
限駐留を認めさせた 日満議定書が調印され,そ の一週間ほどたった頃,旭 川の
第7師 団に出動命令が下った。9月26日,派遣部隊が到着する日,小樽市民は
日の丸の旗で兵隊を迎えた。「混成第14旅団」が正式名で,3千人いるとされた。
部隊 を運ぶ船は御用船 といわれた。新聞は征服 をたたえる軍国熱狂の記事であ
ふれていた。9月28日市民 は御用船 を見送った。この部隊は1934年2月,任務
交代で小樽港に帰港 した。小樽は,か くれ軍港だったのである。
風間六三は上京 し,地下の多喜二と会って,小 樽の様子をことこまかに聞か
せ,「地区」のことで助言を求めた。多喜二はこれをじっくり聞いた。「地区の
人々」がほぼ仕上がっているころだった。49)風間の話 を,多 喜二は 「地区の
人々」の中に利用 した。
昭和8年1月,多 喜二は田ロタキを訪ねたが,留 守で会えなかった。そこで
手紙を置いてきた。永久の別れであった。何 もお互いに嫌いで別れたわけでは
ないのである。
12文 学 運 動
『文芸戦線』は,1924年6月に,『種蒔 く人』の同人を中心 とする 「文芸戦
線社」の同人誌 として発刊 され,プ ロレタリア文学運動の発展に重要な役割を
になった。 『種蒔 く人』の後身であった。翌大正14年の新年号で一時休刊 し,
49)石 井,53-5ペ ー ジ。
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同年6月 に復刊された時か ら,山田清三郎が 『文芸戦線』の編集と経営を引き
受 けた。『文芸戦線』 の時代に,山 田の妻,き よ子が,校 正か ら広告 とり,発
送から記帳から,奉仕的にやった。妻の理解 と内助の功 に負うところが大 きか
った50)。
しか し1928年3月,全日本無産者芸術連盟(ナ ップ)結成後は,「文戦」は,
政治的には共産党の合法的無産政党への解消を主張す る山川均 ら 「労農派」 を
支持する立場 を強め,ナ ップと対立してゆ く。
ナップの雑誌 『戦旗』 は,1928年5月号から最終号1931年12月まで続 き,全
44冊のうち33冊が発禁 となった。7千部から出発 し,最高2万6千 部 となった。
発行者 は山田清三郎であった。
1929年2月10日,ナップが再組織 され,日 本プロレタリア作家同盟が結成 さ
れ,多 喜二はその中央委員に選ばれた。
1931年9月に 「満州事変」が起 こされた。その直後,1931年11月,コップが
成立 した。 日本プロレタリア文化連盟である。ナルプ=日 本プロレタリア作家
同盟,ヤ ップ=日 本プロレタリア美術連盟,プ ロット=日本プロレタリア演劇
同盟などが結集 した。ナルプか ら,創立当初のコップへの中央協議会協議員 と
して,中 野重治,壷 井繁治,宮 本百合子とともに,多 喜二が選ばれた。
ナルプ=日 本プロレタリア作家同盟は,1932年1月に,『プロレタリア文学』
を創刊 した。1932年5月の第5回 大会の報告によれば,サ ークル数が約260,
その人員4500,同盟員数360,支部21であった。
そのうち,コ ップ中央協議会に集中的な弾圧がきて,加 盟団体か ら出ている
同書記局メンバーを中心に,多 くのコップ関係者が検挙 された。作家同盟か ら
同協議会に出ていた中野重治,窪 川鶴次郎,壷 井繁治 らも挙げられた。 どうや
らコップのフラク[シ ョン],中 野 らもそ うだった が,警 視庁につ
かまれたようだった。この時,蔵 原 もやられてしまった。 このとき,危 うく検
挙をのがれた,小 林多喜二 と宮本賢治が,前 後 して地下へ もぐった。
50)山田清三郎 『転向記 霧の時代』理論社1957年。
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このころから山田清三郎はいそがしくなった。作家同盟では,月二回刊の 「文
学新聞」編集長としての仕事 と,常任 中央委員としての活動,フ ラク ・キャッ
プとして地下の小林多喜二や宮本顕治や と定期の連絡を,作 家同盟東京支部の
フラク ・キャップ それは東京支部長をしていた本庄陸男だった とも
定期の連絡にあた り,フ ラク会議,党 機関紙や党文書の研究会など,秘密な非
合法活動におわれた。
多喜二の生前,も ぐっている彼 と,面 につ らをさらしている山田とがよく街
路連絡 したのは。四谷見付の しるこ屋 と,本郷東片町へんの銀扇 という喫茶店
だった。きめ られている時と場所で,多 喜二が向うか ら肩 をそびやかして颯爽
とやって くるのをみると,めだちはしないかと,ヒヤヒヤさせられたものだっ
た。作家同盟にたいする見方や方針のことでは,山田は多喜二とよく衝突した。
多喜二にいわせると山田は,「左」翼 日和見主義と右翼 日和見主義 との調停派
であり,そのことによって右翼 日和見主義か らの危険を隠蔽する役割をはた し
ているというのである。山田にたいす る彼のこの批判は,彼 が堀英之助の名で
発表 した 「右翼的偏向の諸問題」 と題する論文のなかに書かれている。
山田清三郎は,大 衆団体たる作家同盟を,そ のころ党の至上要請だった党と
左翼労働組合,つ まりプロレタリアー トの基本的組織の拡大強化のためにせっ
かちにひっぱってゆ くことには反対で,事 実それは無理であることを知ってい
た。が,多 喜二はそういう私[=山 田]を,林 房雄 を先頭 とす る同盟の右翼的
偏向の危険をみないもの として,頑としてききいれることはなかったのである。
フラク会議で も,山 田は多喜二と,声 をふるわして議論 し,討論 した。結果
はいつ も山田の敗北におわり,山 田は党の支配的な方針に服するより仕方なか
った。が,山 田たちのあいだには感情のシコリはのこらなかった51)。
51)山田清三郎 『転向記』。
